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３月定例会

今年も見事に咲きました。
～桜堤遊歩道～



町の未来を見据えた議論を。総合計画最終年スタート！
令和２年度当初予算　総予算過去最大249億円を可決。

委員会審議
※総合計画…町のすべての計画の基本となる、行政運営の総合的な指針として町が策定する計画。現在は平成23年度から令和２年
　度までを計画期間とする第４次長泉町総合計画により、まちづくりを進めています。
令和２年第１回定例会は、３月２日から 24日までの 23日間の会期で開かれました。
令和２年度当初予算をはじめ、令和元年度補正予算、条例の改正などの議案を審議し、
すべて原案どおり可決しました。
令和２年度当初予算の詳細は、広報ながいずみ４月１日号をご覧ください。※金額はすべて１万円未満切り捨て 広報ながいずみ

４月１日号

…新規事業
…重点プロジェクト

総務民生常任委員会の審議
を表します。

建設文教常任委員会の審議
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高齢者の安全運転のために

主な事業
地球環境と安全･快適な
生活環境を守るまち
【生活環境分野】

・住宅用新・省エネルギーシステム設置費
・補助金
・同報無線アナログ波送信機改修事業
・雨水排水路の管理の適正化
・ルミナスストリート整備事業
・高齢者安全運転装置設置費補助金　　ほか

新

新

重

重
重

主な事業
産業が力強く育つ
活力あるまち

【産業経済分野】

・起業・創業支援事業費補助金
・狩猟免許取得事業補助金
・地域産業立地事業費補助金
・長泉わくわく祭り、産業祭の開催　ほか
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無電柱化計画箇所

大いちょう通り大いちょう通り

主な事業
活発な都市活動を支える
便利で調和のとれたまち
【都市整備分野】

・地域公共交通計画策定事業
・鮎壺公園整備事業
・中土狩日吉神社公園（仮称）整備事業
・定住のための新幹線通学支援事業
・橋梁長寿命化事業　　　ほか
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重
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主な事業
ふれあいささえあい
健やかに暮らせるまち
【健康福祉分野】

・禁煙外来治療費助成金
・若年がん患者妊孕性温存治療費助成金
・パークゴルフ場整備事業
・幼保おたすけ人材バンク事業
・南幼稚園認定こども園化整備事業　　ほか

新
新

新
重

重
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齢
者
支
援
の
た
め
に
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。
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長
　
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
す

る
ほ
か
、
資
格
を
持
っ
た
在

園
時
の
保
護
者
向
け
に
園
に

案
内
を
配
架
し
た
り
、
潜
在

保
育
士
復
帰
研
修
セ
ミ
ナ
ー

の
参
加
者
へ
声
掛
け
し
募
集

し
て
い
く
。
目
標
は
１５
人
程

度
で
、
園
で
行
う
研
修
や
職

員
出
張
の
際
の
補
助
な
ど
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
活
用
で
月

４
回
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
疑
　
南
幼
稚
園
の
こ
ど
も

園
化
に
伴
う
定
員
及
び
受
け

入
れ
区
分
は
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
保
育
園

の
部
、
幼
稚
園
の
部
と
も
に

３
歳
児
２２
人
、
４
歳
児
２５
人
、

５
歳
児
２５
人
と
な
り
、
計
６

ク
ラ
ス
、
合
計
１
４
４
人
で

あ
る
。

質
疑
　
新
た
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
行
う
の
か
。

長
寿
介
護
課
長
　
令
和
元
年

度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
を
考
慮
し
な
が

ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、

団
塊
の
世
代
が
７
５
歳
に
到

達
す
る
２
０
２
５
年
に
向
け
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

推
進
の
観
点
か
ら
事
業
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

質
疑
　
医
療
費
抑
制
の
た
め

に
力
を
入
れ
る
保
健
事
業
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
特
定
検
診

未
受
診
者
の
受
診
状
況
に
合

わ
せ
た
受
診
勧
奨
の
実
施
や
、

集
団
検
診
を
イ
ベ
ン
ト
等
に

合
わ
せ
て
実
施
し
て
受
診
率

の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、

早
期
治
療
に
結
び
つ
け
る
こ

と
で
医
療
費
抑
制
に
つ
な
げ

る
。

　
町
政
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
の
事
業
を
大
き
く
２
つ
の

分
野
に
分
け
、
議
員
が
２
つ

の
常
任
委
員
会
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
的

な
審
査
や
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
初
予
算
や
補
正
予

算
、
条
例
の
改
正
、
決
算
な

ど
は
常
任
委
員
会
で
審
議
が

行
わ
れ
、
委
員
会
で
の
採
決

を
経
た
の
ち
に
、
全
議
員
が

そ
ろ
う
本
会
議
で
の
採
決
が

行
わ
れ
ま
す
。

待機児童解消へ

児
童
福
祉
管
理
事
務
費

１
０
８
万
円

幼
稚
園
施
設
整
備
費

４
千
３
７
４
万
円

子
育
て
の
悩
み
伺
い
ま
す

母
子
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

人
件
費

２
７
８
万
円

質
疑
　
母
子
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
中
の
新
規
事
業

の
概
要
は
。

健
康
増
進
課
長
　
妊
娠
期
・

出
産
期
・
子
育
て
期
を
通
じ

て
、
必
要
な
方
へ
の
支
援
プ

ラ
ン
の
策
定
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
く
。

質
疑
　
支
援
プ
ラ
ン
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

課
長
　
妊
娠
期
・
出
産
期
・

子
育
て
期
を
通
じ
支
援
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
、
い

つ
、
ど
こ
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
行
う
か
な
ど
、
具
体

的
な
支
援
内
容
を
入
れ
た
個

別
の
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
事
業
費

２
３
０
万
円

国
民
健
康
保
険
の

医
療
費
を
抑
え
る
に
は

教えて！議会用語

「委員会審議」
い　  いん　かい　しん　  ぎ

4議会ながいずみ　2020.5.1号

主な事業
豊かな心と

生きがいを育むまち
【教育学習分野】

・グローバル化の進展に対応した教育の充実
・新たな ICTを活用した学習環境の整備
・教育アドバイザーの配置
・桃沢野外活動センター他２施設大規模改修事業
・オリンピック聖火リレー関連事業　　ほか

新

新

重
重

主な事業 パートナーシップが確立し
良質なサービスが効率的に

提供されるまち
【行財政分野】

・都市ブランド戦略事業
・国勢調査の実施
・協働によるまちづくり推進事業補助金
・RPA実証実験事業　　ほか

新

新

重

重

町
の
魅
力
を
発
信

質
疑
　
事
業
の
内
容
は
。

行
政
課
長
　
引
き
続
き
、
町

の
魅
力
や
資
源
を
情
報
発
信

し
て
い
く
た
め
、
町
内
向
け

に
は
住
民
参
加
型
の
お
土
産

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
魅
力

実
感
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
、

町
外
向
け
に
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
マ
ー
に
よ
る
情
報
発
信
、

長
泉
未
来
人
に
よ
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
作
成
な
ど
の
各
種

事
業
を
実
施
す
る
。

安全対策を万全に

住民による意見を町政に反映

若
い
教
員
の
フ
ォ
ロ
ー
を

支
援
を
拡
充

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

人
件
費

６
７
０
万
円

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
な
が
い
ず
み

施
設
整
備
費

３
千
９
７
０
万
円

要
保
護
・
準
要
保
護

児
童
・
生
徒
就
学
援
助
費

小
学
校
９
７
１
万
円

中
学
校
８
８
１
万
円

質
疑
　
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
採
用
人
数
と
、
ど
の
よ
う

な
人
材
を
採
用
す
る
の
か
。

教
育
推
進
課
長
　
教
員
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
役
割
と
な
る

こ
と
か
ら
、
学
校
現
場
を
熟

知
し
、
教
育
に
関
し
て
深
い

知
識
と
経
験
を
有
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
退
職

校
長
２
人
を
充
て
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

質
疑
　
ホ
ー
ル
天
井
改
修
工

事
の
工
事
期
間
と
利
用
者
へ

の
周
知
方
法
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
令
和
２
年

１０
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま

で
の
６
カ
月
間
を
予
定
し
て

い
る
。
周
知
は
、
館
内
掲
示

や
予
約
受
付
時
に
説
明
す
る

ほ
か
、
定
期
的
な
利
用
団
体

に
対
し
て
は
直
接
代
表
者
に

説
明
す
る
な
ど
の
方
法
で
周

知
を
進
め
て
い
る
。

質
疑
　
就
学
援
助
の
増
額
の

要
因
は
。

教
育
推
進
課
長
　
町
の
就
学

援
助
費
の
支
給
額
の
根
拠
と

な
る
国
の
支
給
単
価
の
引
き

上
げ
や
、
就
学
援
助
費
を
支

給
す
る
児
童
・
生
徒
の
見
込

み
数
が
令
和
元
年
度
よ
り
増

加
し
た
こ
と
に
よ
る
。
具
体

的
に
は
、
小
学
校
費
は
、
新

入
学
学
用
品
費
の
新
小
学
１

年
生
、
新
中
学
１
年
生
と
も

に
支
給
単
価
が
１
万
円
増
、

さ
ら
に
新
中
学
１
年
生
の
１０

人
増
、
給
食
費
２２
人
増
を
見

込
ん
で
い
る
。中
学
校
費
も
、

新
入
学
学
用
品
費
の
新
中
学

１
年
生
の
支
給
単
価
が
１
万

円
増
、
そ
の
他
修
学
旅
行
費

を
支
給
す
る
中
学
３
年
生
の

１０
人
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

都
市
ブ
ラ
ン
ド
戦
略事業

費

１
千
１９
万
円

安
全
に

　
利
用
で
き
る
よ
う
に
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学
習
環
境
の
整
備

小
学
校
施
設
整
備
費

５
千
２
０
４
万
円

中
学
校
施
設
整
備
費

３
千
８
万
円

質
疑
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
く
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
の
工
事
内
容
は
。

教
育
推
進
課
長
　
平
成
１６
・

１７
年
度
に
整
備
し
た
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
、
高
速
大

容
量
で
の
通
信
が
可
能
な
、

国
の
標
準
仕
様
で
補
助
対
象

と
な
る
も
の
に
敷
設
替
え
を

行
う
と
と
も
に
、
関
連
機
器

の
更
新
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
…

児
童
・
生
徒
向
け
の
１
人
１
台
学

習
用
端
末
と
、
高
速
大
容
量
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
一
体
的
に

整
備
す
る
構
想
。 令和元年度

補正予算

条例の
制定ほか

計
画
策
定
を
優
先

質
疑
　
減
額
補
正
と
な
っ
た

経
緯
は
。

企
画
財
政
課
長
　
当
初
は
ジ

ャ
ン
ボ
型
タ
ク
シ
ー
に
よ
る

実
証
運
行
を
計
画
し
て
い
た

が
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
委
員
か
ら
公
共
交
通

は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
で
あ
り
、
実
証
運

行
の
前
に
計
画
を
策
定
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
ま
ず
は
令
和
２

年
度
に
計
画
を
策
定
し
、
３

年
度
に
改
め
て
実
証
運
行
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

【
内
容
】
町
の
豊
か
な
自
然

環
境
、
美
し
い
景
観
及
び
町

民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
の
調
和
を
は
か
り
、

豊
か
な
地
域
社
会
の
発
展
と

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
に
寄

与
す
る
。

質
疑
　
事
業
の
抑
制
区
域
を

新
東
名
高
速
道
路
よ
り
北
側

と
規
定
し
た
意
図
は
。

建
設
計
画
課
長
　
ゴ
ル
フ
場

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
事
業
に
転
換
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
や
、
駿
河
平

地
区
の
良
好
な
住
環
境
を
保

全
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
、
規
定
し
た
。

【
内
容
】
町
営
駐
車
場
の
休

業
日
及
び
営
業
時
間
の
変
更

と
、
そ
れ
に
伴
い
夜
間
使
用

料
を
新
た
に
設
定
す
る
も
の
。

質
疑
　
２４
時
間
営
業
に
す
る

理
由
と
夜
間
料
金
（
１
時
間

あ
た
り
１
０
０
円
）
の
根
拠

は
。

生
涯
学
習
課
長
　
か
ね
て
か

ら
町
民
な
ど
か
ら
要
望
が
あ

り
、
そ
れ
に
応
え
る
も
の
で

あ
る
。
夜
間
料
金
は
、
近
隣

の
駐
車
場
を
参
考
に
し
て
設

定
し
た
。

固
定
資
産

　
　
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
伊い

藤と
う

　
雅ま

さ

之ゆ
き 

氏
（
再
任
）

　
鈴す

ず
木き

　
博ひ

ろ

行ゆ
き 

氏
（
再
任
） 

　
髙た

か

野の

　
和か

ず

貴た
か 

氏
（
新
任
）

公
共
交
通
対
策
事
業
費

△
５
１
３
万
円

会計 補正予算額

一般会計 ２億９，２１６万円

国民健康保険事業 ２，３８３万円

介護保険事業 １１万円

水道事業 △３００万円

土地取得事業 ６万円

【
内
容
】
町
の
が
ん
対
策
の

基
本
理
念
を
定
め
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
町
民
の
健
康

保
持
の
増
進
と
健
康
寿
命
の

延
伸
を
は
か
る
。

質
疑
　
通
年
の
が
ん
検
診
実

施
は
可
能
か
。

健
康
増
進
課
長
　
例
年
、
が

ん
検
診
は
６
月
か
ら
１０
月
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
１１
月
以

降
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

含
む
感
染
症
対
応
に
あ
た
る

と
い
う
こ
と
で
、
医
療
機
関

か
ら
は
難
し
い
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
１１
月

以
降
に
集
団
検
診
を
実
施
す

る
こ
と
は
検
討
で
き
る
。

【
内
容
】
国
保
税
の
税
率
な

ど
の
改
正
。
課
税
限
度
額
の

見
直
し
と
し
て
、
基
礎
課
税

分
の
課
税
限
度
額
を
５８
万
円

か
ら
６１
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

質
疑
　
税
率
改
正
に
よ
る
負

担
増
、
負
担
減
の
世
帯
数
は
。

福
祉
保
険
課
長
　
負
担
増
の

世
帯
は
約
３
千
９
０
０
世

帯
、
変
動
の
な
い
世
帯
が
約

１
９
０
世
帯
、
負
担
減
の
世

帯
は
約
４
９
０
世
帯
で
あ
る
。

質
疑
　
著
し
い
増
税
に
つ
な

が
ら
な
い
配
慮
を
し
た
か
。

課
長
　
基
金
の
取
り
崩
し
を

す
る
な
ど
配
慮
を
し
て
い
る
。

長
泉
町
が
ん
対
策

推
進
条
例

長
泉
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

人
事
（
同
意
）

長
泉
町
自
然
環
境
等
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
の
調
和
に
関
す
る

条
例

長
泉
町
営
駐
車
場
の
設
置
、

管
理
及
び
使
用
料
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

国保からのお知らせ
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反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

多
額
の
資
産
が
あ
る
方
は
保

険
料
が
安
く
な
る
が
、
資
産

が
少
な
い
低
所
得
者
で
あ
る

被
保
険
者
の
８５
％
が
増
税
に

な
る
。
低
所
得
・
中
間
層
に

配
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国

の
国
庫
負
担
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
国
民
の
負
担
を
軽
減

す
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
加
入
者
の
保
険
税
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
た
だ
税
率
を
改
正
す

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
町

の
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
将
来
を
見
据
え
て

考
え
た
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
激
変
緩
和
措
置
を
と
る

な
ど
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
国
保
財

政
の
安
定
化
と
保
険
税
負
担

軽
減
を
は
か
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
現
在
の
標
準
保
険
料
率
は
、

高
齢
化
に
よ
る
給
付
費
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
の
よ

う
に
引
き
上
が
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
保
税
の
均
等
割
、
平
等

割
を
や
め
る
こ
と
、
根
本
的

に
は
国
庫
負
担
率
を
１
９
８

４
年
以
前
の
５０
％
以
上
に
回

復
す
る
よ
う
に
政
府
に
要
求

し
て
い
く
べ
き
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
歳
入
は
、
保
険
税
率
の
見

直
し
に
よ
り
増
額
と
す
る
一

方
、
基
金
繰
入
金
の
減
額
は

健
全
な
運
営
の
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
歳
出
は
、
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助

成
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
な
ど
の
保
険
事
業
が
計

画
さ
れ
健
康
づ
く
り
推
進
が

は
か
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
特
定
健
診
の
受
診
率
や

収
納
率
の
向
上
等
に
取
り
組

む
な
ど
、
一
層
の
経
営
努
力

を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
高
い
保
険
料
を
払
い
続
け

て
き
た
人
が
、
要
介
護
と
認

定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
給
付
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
な
い
の
は
大
問
題
。

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
の
た

め
の
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
町
で
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
町
内
３
カ
所
に
設

置
し
、
地
域
に
お
け
る
居
場

所
づ
く
り
や
新
た
な
地
域
支

援
事
業
を
開
始
し
て
相
談
体

制
と
生
活
支
援
の
充
実
を
は

か
る
な
ど
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
在
宅
生
活
の
支
援
に
向

け
た
積
極
的
な
予
算
編
成
が

さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

・ 

保
育
園
の
副
食
費
を
無
償

化
す
る
べ
き
。

・ 

学
校
給
食
費
の
半
額
補
助

や
地
場
産
品
購
入
費
の
増

額
を
。

・ 

行
政
や
学
校
、
保
育
園
で

さ
ら
に
計
画
的
に
正
規
職

員
を
増
や
し
て
、
多
忙
化

解
消
の
対
策
、
働
き
方
改

革
の
推
進
を
。

賛
成
討
論（
下
山
和
則
議
員
）

　
歳
入
で
は
、
町
債
の
借
入

額
が
前
年
度
比
２５
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
健
全
財
政
維

持
を
視
野
に
入
れ
た
必
要
財

源
の
確
保
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
。

　
歳
出
で
は
、
鮎
壺
公
園
整

備
や
母
子
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
実
施
、
が
ん
対

策
推
進
条
例
の
制
定
に
伴
う

助
成
事
業
な
ど
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
健
全

財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
町

民
の
信
頼
と
期
待
に
し
っ
か

り
応
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
す
る
。

反
対
討
論（
木
下
章
夫
議
員
）

・ 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
い
な
い
。

・ 

費
用
対
効
果
の
検
証
を
し

て
い
な
い
。

・ 

貯
金
が
あ
る
の
に
住
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽

減
を
考
え
て
い
な
い
。

・ 

誰
の
何
の
た
め
の
予
算
な

の
か
考
え
て
い
な
い
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
歳
入
面
で
は
自
主
財
源
比

率
は
依
然
と
し
て
非
常
に
高

い
水
準
に
あ
り
、
行
政
運
営

の
自
主
性
や
安
定
性
が
し
っ

か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
新
た
に
策

定
す
る
第
５
次
総
合
計
画
へ

つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
た

取
り
組
み
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
良
好
な
財
政
状

況
を
背
景
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

先
駆
的
取
り
組
み
を
実
行
す

る
こ
と
で
着
実
に
発
展
し
て

き
た
。
今
後
も
健
全
財
政
を

維
持
し
な
が
ら
町
民
の
期
待

に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

令
和
２
年
度

　
　
国
保
特
別
会
計

令
和
２
年
度

　
　
介
護
特
別
会
計

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

教えて！議会用語

「討論」
とう　ろん

原案に対する討論
　
議
案
の
採
決

の
前
に
、
議
員

個
人
と
し
て
賛

成
・
反
対
の
意

見
を
示
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。

議
員
個
人
が
考

え
る
議
案
の
問

題
点
な
ど
を
指

摘
し
て
、
他
の

議
員
の
賛
同
を

得
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。
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反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

多
額
の
資
産
が
あ
る
方
は
保

険
料
が
安
く
な
る
が
、
資
産

が
少
な
い
低
所
得
者
で
あ
る

被
保
険
者
の
８５
％
が
増
税
に

な
る
。
低
所
得
・
中
間
層
に

配
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国

の
国
庫
負
担
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
国
民
の
負
担
を
軽
減

す
る
の
が
筋
で
は
な
い
か
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
加
入
者
の
保
険
税
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
た
だ
税
率
を
改
正
す

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
町

の
国
保
制
度
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
将
来
を
見
据
え
て

考
え
た
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
激
変
緩
和
措
置
を
と
る

な
ど
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
国
保
財

政
の
安
定
化
と
保
険
税
負
担

軽
減
を
は
か
る
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視

点
を
も
っ
て
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
現
在
の
標
準
保
険
料
率
は
、

高
齢
化
に
よ
る
給
付
費
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
毎
年
の
よ

う
に
引
き
上
が
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
国
保
税
の
均
等
割
、
平
等

割
を
や
め
る
こ
と
、
根
本
的

に
は
国
庫
負
担
率
を
１
９
８

４
年
以
前
の
５０
％
以
上
に
回

復
す
る
よ
う
に
政
府
に
要
求

し
て
い
く
べ
き
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
歳
入
は
、
保
険
税
率
の
見

直
し
に
よ
り
増
額
と
す
る
一

方
、
基
金
繰
入
金
の
減
額
は

健
全
な
運
営
の
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
歳
出
は
、
医
療
費
抑
制
の

た
め
の
短
期
人
間
ド
ッ
ク
助

成
や
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
な
ど
の
保
険
事
業
が
計

画
さ
れ
健
康
づ
く
り
推
進
が

は
か
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続

き
、
特
定
健
診
の
受
診
率
や

収
納
率
の
向
上
等
に
取
り
組

む
な
ど
、
一
層
の
経
営
努
力

を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

　
高
い
保
険
料
を
払
い
続
け

て
き
た
人
が
、
要
介
護
と
認

定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

保
険
給
付
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
が
使
え
な
い
の
は
大
問
題
。

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
の
た

め
の
一
般
財
源
の
繰
り
入
れ

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
町
で
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
町
内
３
カ
所
に
設

置
し
、
地
域
に
お
け
る
居
場

所
づ
く
り
や
新
た
な
地
域
支

援
事
業
を
開
始
し
て
相
談
体

制
と
生
活
支
援
の
充
実
を
は

か
る
な
ど
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
在
宅
生
活
の
支
援
に
向

け
た
積
極
的
な
予
算
編
成
が

さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論
（
福
田
明
議
員
）

・ 

保
育
園
の
副
食
費
を
無
償

化
す
る
べ
き
。

・ 

学
校
給
食
費
の
半
額
補
助

や
地
場
産
品
購
入
費
の
増

額
を
。

・ 

行
政
や
学
校
、
保
育
園
で

さ
ら
に
計
画
的
に
正
規
職

員
を
増
や
し
て
、
多
忙
化

解
消
の
対
策
、
働
き
方
改

革
の
推
進
を
。

賛
成
討
論（
下
山
和
則
議
員
）

　
歳
入
で
は
、
町
債
の
借
入

額
が
前
年
度
比
２５
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
健
全
財
政
維

持
を
視
野
に
入
れ
た
必
要
財

源
の
確
保
で
あ
る
と
評
価
で

き
る
。

　
歳
出
で
は
、
鮎
壺
公
園
整

備
や
母
子
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
実
施
、
が
ん
対

策
推
進
条
例
の
制
定
に
伴
う

助
成
事
業
な
ど
評
価
で
き
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
健
全

財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
町

民
の
信
頼
と
期
待
に
し
っ
か

り
応
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
す
る
。

反
対
討
論（
木
下
章
夫
議
員
）

・ 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
い
な
い
。

・ 

費
用
対
効
果
の
検
証
を
し

て
い
な
い
。

・ 

貯
金
が
あ
る
の
に
住
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽

減
を
考
え
て
い
な
い
。

・ 

誰
の
何
の
た
め
の
予
算
な

の
か
考
え
て
い
な
い
。

賛
成
討
論（
加
藤
祐
喜
議
員
）

　
歳
入
面
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自
主
財
源
比

率
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依
然
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し
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非
常
に
高

い
水
準
に
あ
り
、
行
政
運
営

の
自
主
性
や
安
定
性
が
し
っ

か
り
と
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
新
た
に
策

定
す
る
第
５
次
総
合
計
画
へ

つ
な
げ
る
こ
と
を
意
識
し
た

取
り
組
み
が
う
か
が
え
る
。
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財
政
状
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背
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に
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さ
ま
ざ
ま
な

先
駆
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取
り
組
み
を
実
行
す

る
こ
と
で
着
実
に
発
展
し
て

き
た
。
今
後
も
健
全
財
政
を

維
持
し
な
が
ら
町
民
の
期
待

に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

令
和
２
年
度

　
　
国
保
特
別
会
計

令
和
２
年
度

　
　
介
護
特
別
会
計

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

教えて！議会用語

「討論」
とう　ろん

原案に対する討論
　
議
案
の
採
決

の
前
に
、
議
員

個
人
と
し
て
賛

成
・
反
対
の
意

見
を
示
す
こ
と

を
い
い
ま
す
。

議
員
個
人
が
考

え
る
議
案
の
問

題
点
な
ど
を
指

摘
し
て
、
他
の

議
員
の
賛
同
を

得
る
た
め
に
行

わ
れ
ま
す
。

7 議会ながいずみ　2020.5.1号



その他の審議

令和２年度
補正予算

総務民生常任委員会の審議
を表します。

建設文教常任委員会の審議

※金額はすべて１万円未満切り捨て

会計 補正予算額

一般会計 ２，６００万円

中
小
企
業
を
支
援

経
済
変
動
対
策
貸
付
金

利
子
補
給
事
業
費

(

補
助
金)

２
千
６
０
０
万
円

【
内
容
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
売
り

上
げ
減
少
が
見
込
ま
れ
る
企

業
に
対
し
、
県
の
融
資
制
度

を
利
用
し
た
場
合
、
県
が
行

う
利
子
補
給
に
町
が
独
自
で

行
う
利
子
補
給
を
上
乗
せ
す

る
も
の
。

質
疑
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
い
つ
終
息
す
る
か
わ
か

ら
な
い
中
、
こ
の
増
額
分
で

足
り
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長
　
県
の
制
度

融
資
の
受
付
期
間
が
延
長
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
毎
月

の
申
請
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
必
要
で
あ
れ
ば
再
度
補

正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑
　
県
制
度
融
資
の
、
町

内
企
業
の
申
請
状
況
は
。

課
長
　
現
在
、
５
件
を
受
け

付
け
て
い
る
。

賛否が分かれた議案のみ掲載しています。
○は賛成、×は反対、議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ採決に参加します。

議員

議案

審
議
結
果

下
山
　
和
則

長
野
　
晋
治

加
藤
　
祐
喜

米
山
　
　
智

福
田
　
　
明

小
永
井
康
一

宮
口
　
嘉
隆

植
松
　
英
樹

下
山
　
哲
夫

木
下
　
章
夫

大
沼
　
正
明

四
方
　
義
男

山
田
　
　
勝

井
出
　
春
彦

柏
木
　
　
豊

長泉町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －
令和２年度長泉町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －
令和２年度長泉町国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度長泉町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度長泉町介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
小永井康一議員に再度猛省を促す決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ －

３
月
定
例
会

審
議
議
案
と
採
決
結
果

　小永井康一議員は、令和元年９月に建設文教常任委員会に就任以降、２度にわたって同委員会に正当な理
由なく遅刻した。
　１回目は令和元年12月３日で、この時点で当人より弁明を聞き、謝罪、反省、今後の決意について反省文
を同委員長あてに提出させた。
　委員長より口頭にて厳重注意を行い、今後規則、ルールを破った場合には次の手段を取ることを伝え、本
人の了承を得た。
　前回からわずか３カ月余りの令和２年３月11日、同委員会にまたしても遅刻し、本人から弁明を聞いたが、
正当な理由はなかった。
　同委員会では、前回注意をしたにもかかわらず、同様の事象が繰り返されたことを重く受け止め、本決議
提出に至ったものである。
　小永井康一議員は過去にも、その言動から平成28年11月に６日間の出席停止の懲罰、平成29年３月に議員
辞職勧告決議、平成30年３月に猛省を促す決議を受けており、こうしたことが繰り返されていることは極め
て遺憾である。
　小永井康一議員の言動により、議会及び当局はその対応に無駄な労力と時間を費やし、結果として町民に
損害を与えていると考えるべきである。
　議会運営には一定のルールがあり、マナーが強く要求される。ましてや住民の代表であり、町の意思決定
を行う議員は、法規によって規制されるまでもなく、ルールの順守は当然のことである。
　以上、小永井康一議員に猛省を再度促し、議員としての自覚と責任を厳しく問うものである。

小永井康一議員に再度猛省を促す決議

8議会ながいずみ　2020.5.1号

事業の進捗や現状を確認 ～所管事務調査～

教えて！議会用語

「所管事務調査」
しょ かん　じ　  む　ちょう さ

　令和元年１１月定例会より、常任委員会による所管事務調査の取り組みが始まりました。
　ここでは令和元年１１月定例会と、令和２年３月定例会の会期中に行われた調査の内容を紹介します。

　町から提案された予算案や条例案などの議案を審査
するのとは異なり、常任委員会が自主的にテーマを設
定して調査を行うもの。

がん検診の現状と課題

給食の在り方を考える

　健康増進課より町のがん検診の受診率の現
状や、受診率の向上のための取り組み、がん
検診のメリット・デメリットを確認した。
　受診率日本一を目指している中、受診率の
目標を国と同じく５０％としているが、東北地
方の自治体は既に５０％以上の受診率を誇ると
ころもある。長泉町に立地している静岡県立
静岡がんセンターや、医師会なども巻き込ん
で取り組んでいくべきである。また、町民が
がんに関する正しい知識を持ち、理解を深め
るために静岡県立静岡がんセンターと連携し、
町内施設にがん対策に関する情報コーナーを
設置するなどの検討もしてもらいたい。
　３月定例会にて条例案が上程され、総務民
生常任委員会及び本会議にて全会一致で可決。

　学校給食センターの設備能力や、給食費無
償化に対する考え、アレルギー除去食の対応
の流れなどを確認した。
　給食費の徴収方法は、現在現金で徴収して
いる。教員の多忙化解消を目指すなら口座振
替のほうがよいが、口座振替にすると徴収率
の低下が懸念されるというデメリットもある
ことがわかった。
　給食は、地場産品を使うこととなっている
が、役場の関係課と連携することで、より一
層地産地消を進めるよう努力してもらいたい。

受診率日本一を目指す（静岡県立静岡がんセンター）

地産地消の推進を
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町
政
を
問
う

ズバリ！５人が一般質問
小永井 康一 議員
１　現火葬場解体計画とこれまでの火葬場に関する
　　答弁への対応を問う

植松　英樹 議員
１　長泉町の人材力・潜在力向上の取り組みを
２　施政方針を問う
３　教育方針を問う

福田　明 議員
１　将来に向かって住みよい町とするために

加藤　祐喜 議員
１　新たな市街地に対応する土地利用の推進
２　みんなが育てやすい子育て体制を

四方　義男 議員
１　世情を捉えた攻めと防御
２　施政方針を問う
３　教育方針を問う

1

2

3

4

5

一般質問とは…議員が町政全般の
執行状況や方針、課題などを、執
行機関に直接質問すること。
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一般質問・町政を問う

Q
火
葬
場
移
転
で
葬
儀
１
件
あ
た
り
の
町
民
の
個
人
負
担
は

A
葬
儀
業
者
に
よ
っ
て
料
金
は
異
な
る

問
　
現
火
葬
場
の
耐
用
年
数

は
残
り
何
年
か
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
現
有
炉

は
耐
用
年
数
２０
年
を
超
過
し

て
い
る
。
昭
和
４３
年
に
新
築

し
た
建
物
は
現
行
の
耐
震
基

準
も
満
た
し
て
お
ら
ず
、
耐

用
年
数
が
残
り
何
年
と
い
う

レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
い
。

問
　
平
成
元
年
の
大
規
模
修

繕
で
煙
突
が
変
わ
っ
た
が
、

火
葬
炉
は
。

課
長
　
１
号
炉
・
２
号
炉
と

も
に
入
れ
替
え
を
実
施
し
た
。

問
　
町
が
考
え
る
現
火
葬
場

を
残
す
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ

ト
は
。

課
長
　
裾
野
市
と
共
同
で
、

新
火
葬
施
設
整
備
工
事
に
着

手
し
て
い
る
。
完
成
を
待
っ

て
現
火
葬
場
を
解
体
す
る
た

め
、
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト

を
論
ず
る
べ
き
で
な
い
。

問
　
大
規
模
災
害
時
に
火
葬

炉
が
足
り
な
く
な
る
想
定
は
。

課
長
　
現
火
葬
場
を
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
を
想
定
し
て

存
置
す
る
考
え
は
な
い
。

建
て
替
え
の
法
解
釈

問
　
都
市
計
画
決
定
済
と
同

等
と
解
釈
さ
れ
る
火
葬
場
を

同
規
模
で
建
て
替
え
る
行
為

は
違
法
か
。

課
長
　
都
市
計
画
決
定
と
建

築
基
準
法
は
、
法
令
も
適
用

範
囲
も
別
の
規
定
で
あ
り
、

同
等
の
扱
い
と
は
な
り
え
な

い
こ
と
か
ら
、
間
違
っ
た
内

容
を
前
提
と
す
る
仮
設
の
質

問
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

問
　
現
火
葬
場
は
都
市
計
画

決
定
を
し
な
く
て
も
、
建
築

基
準
法
上
は
建
築
確
認
だ
け

で
建
設
が
で
き
る
こ
と
で
間

違
い
な
い
か
。

課
長
　
現
火
葬
場
は
建
築
基

準
法
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
都
市
計
画
の
手
続
き
を

し
な
く
て
も
問
題
な
い
の
か
。

都
市
環
境
部
長
　
問
題
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題

問
　
斎
場
が
裾
野
市
に
移
転

す
る
こ
と
で
町
民
の
コ
ス
ト

は
増
え
る
か
。
裾
野
新
斎
場

と
み
し
ま
聖
苑
と
の
比
較
は
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
葬
儀
１

件
あ
た
り
の
負
担
額
増
は
、

霊
き
ゅ
う
車
・
バ
ス
な
ど
車

両
代
は
各
業
者
に
よ
っ
て
料

金
が
異
な
る
。
使
用
料
は
裾

野
広
域
斎
場
は
無
料
、
み
し

ま
聖
苑
は
有
料
で
あ
る
。
仮

に
町
民
が
み
し
ま
聖
苑
を
利

用
し
た
場
合
の
管
外
使
用
料

金
と
現
火
葬
場
が
裾
野
広
域

斎
場
に
移
転
し
た
場
合
の
霊

き
ゅ
う
車
な
ど
の
車
両
代
の

差
額
分
を
比
較
し
て
も
、
使

用
料
を
上
回
る
こ
と
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
火
葬
場
跡
地
利
用
の
方

向
性
は
。

課
長
　
下
土
狩
共
同
墓
地
内

の
無
縁
納
骨
堂
が
飽
和
状
態

の
た
め
、
新
た
に
無
縁
納
骨

堂
を
設
置
し
た
い
。
そ
れ
以

外
の
土
地
は
駐
車
場
施
設
と

し
て
貸
し
出
す
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

問
　
以
前
と
答
弁
が
違
う
が
、

い
つ
納
骨
堂
に
な
っ
た
の
か
。

町
長
　
い
つ
決
め
た
と
か
で

は
な
く
、
方
向
を
検
討
し
て

い
る
私
の
政
治
判
断
に
よ
っ

て
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

小こ

永な
が

井い

　
康こ

う
一い
ち

　
　
　
　
議
員

長泉町には考える時間
がある。

現在地利用の考えも一部あったが　　

小永井議員 一般質問映像

火
葬
場
を
残
す
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
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一般質問・町政を問う

植う
え

松ま
つ

　
英ひ

で

樹き

　
　
　
　
議
員

Q
住
民
の
夢
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

A
第
５
次
総
合
計
画
の
中
で
取
り
組
み
の
充
実
を
は
か
る

Q
各
種
施
策
の
確
実
な
推
進
を

A
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着
実
に
取
り
組
む

問
　
町
民
の
夢
や
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
機
会
に
対
し
て
、
町

が
応
援
し
て
い
く
仕
組
み
を

構
築
し
て
は
。

企
画
財
政
課
長
　
支
援
の
具

体
的
な
制
度
設
計
は
難
し
い

と
考
え
る
が
、
現
状
の
国
や

県
の
支
援
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て

保
育
需
要
増
へ
の
取
り
組
み

問
　
早
期
の
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
決
意
は
。

町
長
　
町
長
就
任
以
来
、
待

機
児
童
対
策
と
し
て
受
け
入

れ
体
制
の
拡
大
を
は
か
っ
て

き
た
。
今
後
、
小
規
模
保
育

事
業
所
整
備
へ
の
支
援
、
町

立
南
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も

い
き
な
が
ら
、
支
援
の
在
り

方
を
研
究
し
て
い
く
。

問
「
あ
な
た
の
夢
を
応
援
す

る
町
、
な
が
い
ず
み
」
推
進

に
対
す
る
町
の
見
解
は
。

町
長
　
令
和
２
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
、町
内
で
起
業・

創
業
す
る
方
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
、
そ
の
背
中
を

押
し
て
い
く
。
今
後
は
第
５

園
化
な
ど
施
設
整
備
と
と
も

に
、
潜
在
保
育
士
が
現
場
復

帰
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、

新
た
に
保
育
士
な
ど
の
登
録

制
度
を
設
け
、
保
育
現
場
の

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
し
て
い
く
。

新
火
葬
場
施
設
の
整
備

問
　
こ
れ
ま
で
議
会
で
、
裾

野
市
と
の
共
同
整
備
案
が
賛

次
長
泉
町
総
合
計
画
の
中
で

取
り
組
み
の
充
実
を
は
か
っ

て
い
き
た
い
。

人
事
処
遇
制
度
の
検
証
を

問
　
有
能
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
人
事
処
遇
制
度
の

見
直
し
を
。

総
務
部
長
　
給
料
体
系
も
含

め
た
処
遇
制
度
の
改
善
に
よ

成
多
数
で
可
決
・
承
認
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
町
民

の
利
用
を
想
定
し
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
の
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
改
め
て
そ

の
取
り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
３
月
末

で
の
工
事
進
捗
率
は
、
計
画

ど
お
り
約
１２
％
を
予
定
。
４

月
か
ら
は
建
物
の
基
礎
工
事

に
着
手
す
る
。
施
設
完
成
後

り
、
職
員
の
能
力
に
応
え
る

体
制
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
教
員
の
勤
務
時
間
の
適

正
管
理
と
は
。

教
育
推
進
課
長
　
今
後
は
よ

り
正
確
で
簡
単
に
行
え
る
よ

う
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
視
野

に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

の
管
理
は
直
営
で
ス
タ
ー
ト

し
、
民
間
へ
の
移
行
を
視
野

に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

予
約
方
法
な
ど
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
業
務
改
善
に
つ

な
が
る
方
法
を
研
究
し
て
い

く
。
引
き
続
き
、
工
事
の
進

捗
状
況
な
ど
の
情
報
提
供
を

住
民
に
行
い
、
令
和
３
年
度

の
供
用
開
始
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
く
。

起業・創業支援事業費補助金の活用を

スピード感を持って着実
に進めていただくことを
期待する。 植松議員 一般質問映像

起
業
・
創
業
支
援
の

取
り
組
み
を
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一般質問・町政を問う

福ふ
く

田だ

　
明あ
き
ら

　
　
　
　
議
員

Q
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
で
の
給
食
費
を
無
料
に

A
町
独
自
の
施
策
で
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
い
る

核
兵
器
禁
止
条
約
の
推
進

問
　
国
に
、
条
約
を
進
め
る

要
望
書
を
提
出
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長
　
本
条
約
は
、
核

兵
器
保
有
国
と
非
保
有
国
の

対
立
を
一
層
深
め
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
国
が
と
も
に
参
加

す
る
枠
組
み
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
条
約
の
署
名

を
行
っ
て
い
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。
今
後
も
、
広
島
市

へ
中
学
生
代
表
を
派
遣
し
て
、

核
兵
器
や
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
世
界
平
和
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

教
員
の
働
き
方
改
革

問
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以

下
の
教
員
は
ど
の
く
ら
い
い

る
か
。

教
育
推
進
課
長
　
令
和
元
年

度
の
４
月
か
ら
１２
月
ま
で
の

調
査
で
は
、
小
学
校
で
４４
％
、

中
学
校
で
１８
％
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
以
下
で
勤
務
し
て
い
る
。

問
　
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
の
導
入
を
、
教
員
の

声
を
聞
い
て
進
め
る
考
え
は
。

課
長
　
今
回
の
法
改
正
は
、

教
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

を
目
的
と
し
た
新
た
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
学
校
現
場
で

ど
の
程
度
効
果
的
で
実
効
性

が
あ
る
か
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。
積
極
的
に
学
校
現
場

の
声
を
聞
い
て
い
く
。

幼
児
・
保
育
支
援

問
　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
で
給
食
費
を
無
料
に
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
国
の
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
主
食
も
含

め
た
給
食
費
は
保
護
者
に
ご

負
担
い
た
だ
く
考
え
だ
が
、

国
の
支
援
制
度
に
加
え
、
町

独
自
の
制
度
で
は
、
保
育
料

同
様
第
２
子
は
半
額
、
第
３

子
以
降
は
無
料
と
し
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
に

対
す
る
支
援
事
業
は
。

課
長
　
疾
病
、
事
故
な
ど
で

親
が
死
亡
し
た
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
を
持
つ
保
護
者

に
対
し
、
遺
児
手
当
等
を
支

給
し
て
い
る
。
ま
た
、
２０
歳

に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の

児
童
を
扶
養
す
る
所
得
税
非

課
税
の
母
子
家
庭
な
ど
に
対

し
、
医
療
費
を
助
成
し
て
い

る
。

行
政
改
革
プ
ラ
ン

問
　
各
種
審
議
会
委
員
へ
の

女
性
の
積
極
的
登
用
の
達
成

状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
第
４
次
長

泉
町
総
合
計
画
、
第
２
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
、
令

和
２
年
度
ま
で
の
女
性
委
員

の
目
標
比
率
を
３０
％
と
掲
げ

て
い
る
が
、
平
成
３１
年
４
月

１
日
時
点
で
３１
・
８
％
と
な

り
、
目
標
は
達
成
し
て
い
る
。

男
性
職
員
の
育
休

問
　
男
性
職
員
の
育
休
取
得

状
況
と
取
り
組
み
は
。

行
政
課
長
　
過
去
に
１
人
、

令
和
元
年
度
に
も
１
人
長
期

に
わ
た
る
休
業
を
取
得
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
職
員
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
子
育
て

応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
過
去
５
年
間
で
男
性
職

員
の
対
象
者
２５
人
全
員
を
対

象
に
、
子
育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。

平和な世界を目指して

多少先のことも具体的に
考えていくことが必要。

福田議員 一般質問映像

ガイドライン…「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライン」。
　　　　　　　時間外勤務は、月４５時間、年間３６０時間を超えないようにすることが規定されている。13



一般質問・町政を問う

福ふ
く

田だ

　
明あ
き
ら

　
　
　
　
議
員

Q
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
で
の
給
食
費
を
無
料
に

A
町
独
自
の
施
策
で
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て
い
る

核
兵
器
禁
止
条
約
の
推
進

問
　
国
に
、
条
約
を
進
め
る

要
望
書
を
提
出
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長
　
本
条
約
は
、
核

兵
器
保
有
国
と
非
保
有
国
の

対
立
を
一
層
深
め
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
国
が
と
も
に
参
加

す
る
枠
組
み
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
条
約
の
署
名

を
行
っ
て
い
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。
今
後
も
、
広
島
市

へ
中
学
生
代
表
を
派
遣
し
て
、

核
兵
器
や
戦
争
の
悲
惨
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に

引
き
継
ぎ
、
世
界
平
和
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

教
員
の
働
き
方
改
革

問
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以

下
の
教
員
は
ど
の
く
ら
い
い

る
か
。

教
育
推
進
課
長
　
令
和
元
年

度
の
４
月
か
ら
１２
月
ま
で
の

調
査
で
は
、
小
学
校
で
４４
％
、

中
学
校
で
１８
％
が
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
以
下
で
勤
務
し
て
い
る
。

問
　
１
年
単
位
の
変
形
労
働

時
間
制
の
導
入
を
、
教
員
の

声
を
聞
い
て
進
め
る
考
え
は
。

課
長
　
今
回
の
法
改
正
は
、

教
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進

を
目
的
と
し
た
新
た
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
学
校
現
場
で

ど
の
程
度
効
果
的
で
実
効
性

が
あ
る
か
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。
積
極
的
に
学
校
現
場

の
声
を
聞
い
て
い
く
。

幼
児
・
保
育
支
援

問
　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
で
給
食
費
を
無
料
に
。

こ
ど
も
未
来
課
長
　
国
の
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
主
食
も
含

め
た
給
食
費
は
保
護
者
に
ご

負
担
い
た
だ
く
考
え
だ
が
、

国
の
支
援
制
度
に
加
え
、
町

独
自
の
制
度
で
は
、
保
育
料

同
様
第
２
子
は
半
額
、
第
３

子
以
降
は
無
料
と
し
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
支
援

問
　
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
に

対
す
る
支
援
事
業
は
。

課
長
　
疾
病
、
事
故
な
ど
で

親
が
死
亡
し
た
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
を
持
つ
保
護
者

に
対
し
、
遺
児
手
当
等
を
支

給
し
て
い
る
。
ま
た
、
２０
歳

に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
の

児
童
を
扶
養
す
る
所
得
税
非

課
税
の
母
子
家
庭
な
ど
に
対

し
、
医
療
費
を
助
成
し
て
い

る
。

行
政
改
革
プ
ラ
ン

問
　
各
種
審
議
会
委
員
へ
の

女
性
の
積
極
的
登
用
の
達
成

状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
第
４
次
長

泉
町
総
合
計
画
、
第
２
次
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
、
令

和
２
年
度
ま
で
の
女
性
委
員

の
目
標
比
率
を
３０
％
と
掲
げ

て
い
る
が
、
平
成
３１
年
４
月

１
日
時
点
で
３１
・
８
％
と
な

り
、
目
標
は
達
成
し
て
い
る
。

男
性
職
員
の
育
休

問
　
男
性
職
員
の
育
休
取
得

状
況
と
取
り
組
み
は
。

行
政
課
長
　
過
去
に
１
人
、

令
和
元
年
度
に
も
１
人
長
期

に
わ
た
る
休
業
を
取
得
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
職
員
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
子
育
て

応
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
過
去
５
年
間
で
男
性
職

員
の
対
象
者
２５
人
全
員
を
対

象
に
、
子
育
て
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。

平和な世界を目指して

多少先のことも具体的に
考えていくことが必要。

福田議員 一般質問映像
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一般質問・町政を問う

加か

藤と
う

　
祐ゆ

う

喜き

　
　
　
　
議
員

Q
子
ど
も
の
悩
み
に
対
応
す
る
今
後
の
考
え
は

A
総
合
的
な
窓
口
を
新
た
に
設
置
す
る

子
ど
も
の
悩
み
相
談

問
　
相
談
体
制
は
。

住
民
福
祉
部
長
　
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
は
、
子
ど
も
自

身
の
も
の
か
ら
子
育
て
の
環

境
に
関
す
る
も
の
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
担
当
部
署
が

異
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
住
民
福
祉
部
門
で
は
、

健
康
増
進
課
や
福
祉
保
険
課

が
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
部
長
　
教
育
委
員
会
で

は
、
教
育
推
進
課
や
生
涯
学

習
課
、
こ
ど
も
未
来
課
で
対

応
し
て
お
り
、
専
門
職
と
し

て
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
特
別
支
援
教
育

専
門
員
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

問
　
各
課
の
情
報
共
有
や
連

携
体
制
は
。

住
民
福
祉
部
長
　
平
成
２６
年

度
か
ら
連
絡
調
整
会
議
を
設

け
、
平
成
３０
年
度
か
ら
、
福

祉
保
険
課
、
健
康
増
進
課
、

教
育
推
進
課
、
こ
ど
も
未
来

課
の
４
課
で
、
毎
月
１
回
会

議
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
は
、
障
害
児
の
支

援
連
絡
調
整
や
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
乳
幼
児

部
会
の
機
能
も
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
緊
急
対
応
を
要
す
る

ケ
ー
ス
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
な
対
応
が
は
か
ら
れ

る
よ
う
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催

し
、
情
報
共
有
と
県
を
含
め

た
関
係
機
関
と
の
連
携
、
具

体
的
な
支
援
策
な
ど
の
検
討

を
行
い
問
題
解
決
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
課
題
は
。

教
育
部
長
　
相
談
は
成
長
過

程
に
お
い
て
異
な
り
、
関
係

機
関
を
横
断
す
る
よ
う
な
複

雑
な
内
容
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

相
談
者
に
と
っ
て
は
相
談
窓

口
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
相
談
を
受
け

る
側
で
は
、
内
容
が
複
雑
化

し
て
お
り
、
単
独
の
部
署
の

み
で
完
結
す
る
こ
と
に
は
限

界
が
あ
り
、
し
か
る
べ
き
支

援
を
す
る
に
は
職
員
の
高
い

専
門
性
が
求
め
ら
れ
、
相
談

対
応
や
支
援
を
は
か
る
う
え

で
適
切
な
専
門
職
を
配
置
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
今
後
の
考
え
は
。

町
長
　
各
世
代
の
悩
み
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
専
門
職

の
配
置
な
ど
支
援
す
る
た
め

の
環
境
が
必
要
だ
が
、
す
べ

て
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め

多
種
に
わ
た
る
専
門
職
を
配

置
す
る
な
ど
、
一
気
に
支
援

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
ま
ず
は
、
悩
み
を
抱

え
る
保
護
者
が
ど
こ
に
相
談

に
行
け
ば
い
い
の
か
、
わ
か

り
や
す
く
窓
口
を
一
本
化
し

て
示
す
こ
と
が
最
優
先
と
考

え
る
。
子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま

な
成
長
過
程
に
お
い
て
、
保

護
者
が
抱
え
る
「
育
ち
に
く

さ
」
や
「
育
て
に
く
さ
」
と

い
っ
た
問
題
に
対
し
、
保
護

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
体
制

構
築
の
た
め
、
子
ど
も
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
総

合
的
な
相
談
窓
口
を
新
た
に

設
置
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

町
北
部
方
面
の
企
業
誘
致

の
状
況
、
新
た
な
事
業
用

地
の
確
保

・ 

新
た
な
雇
用
な
ど
の
受
け

皿
と
な
る
住
宅
地
の
確
保

相談しやすい体制づくりを

総合窓口が、みんなが育てや
すい子育ての体制の一部にな
ることを期待。 加藤議員 一般質問映像
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一般質問・町政を問う

四よ

方も

　
義よ

し

男お

　
　
　
　
議
員

Q
隣
市
が
取
り
組
む
未
来
都
市
構
想
へ
の
町
の
ス
タ
ン
ス
は

A
県
や
周
辺
市
町
と
連
携
し
て
取
り
組
む

未
来
都
市
像
の
研
究

問
　
隣
市
で
は
計
画
の
実
証

都
市
構
想
が
あ
る
。
先
進
技

術
を
導
入
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

副
町
長
　
実
証
都
市
で
は
、

地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
課
題
解
決
に
向
け
た
実

験
も
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
県
も
周
辺
市
町
と
連
携

し
て
全
面
的
な
協
力
体
制
を

取
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
も
実
証
都
市
に
関
連
し
た

活
動
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
状
況
や
情
報
に
注
視

し
積
極
的
な
対
応
を
す
る
。

予
防
伐
採
の
検
討

問
　
県
は
昨
年
の
台
風
被
害

を
教
訓
に
、
電
線
な
ど
を
断

線
さ
せ
る
樹
木
を
未
然
に
除

去
す
る
予
防
伐
採
を
始
め
た
。

危
険
度
や
優
先
度
も
勘
案
す

る
現
地
調
査
な
ど
の
検
討
は
。

工
事
管
理
課
長
　
町
道
の
沿

線
が
ほ
ぼ
私
有
地
で
あ
り
、

本
来
は
所
有
者
側
で
伐
採
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
町
で

は
、
県
東
部
管
内
で
構
成
す

る
沼
津
熱
海
土
木
事
務
所
管

内
土
木
行
政
研
究
会
な
ど
の

場
を
活
用
し
、
県
や
他
市
町
、

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
と
の
情
報
交
換
を
行
う
と

と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
、

森
の
力
再
生
事
業
な
ど
の
活

用
や
他
の
補
助
制
度
の
研
究

を
し
て
い
く
。

新
た
な
特
殊
詐
欺
の
対
応

問
　
特
殊
詐
欺
の
新
た
な
傾

向
へ
の
認
識
を
深
め
、
さ
ら

な
る
周
知
・
啓
発
を
強
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
対

応
は
。

く
ら
し
環
境
課
長
　
町
で
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
食
事

会
の
際
に
注
意
喚
起
を
促
す

な
ど
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
今
後
は
、
各
地
区
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
時
な
ど

で
裾
野
警
察
署
と
と
も
に
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
に
向
け
た

啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
迷
惑
電
話
非
着
信
装

置
設
置
事
業
を
積
極
的
に
推

進
し
、
特
殊
詐
欺
根
絶
に
向

け
て
最
新
の
犯
行
手
口
や
対

処
法
を
町
広
報
紙
で
啓
発
し

て
い
く
。

施
政
方
針

問
　
町
に
合
っ
た
、
ま
ち
づ

く
り
と
連
携
し
た
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

た
め
の
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
と
は
。

企
画
財
政
課
長
　
長
泉
町
立

地
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

複
数
の
交
通
結
節
点
を
設
定

し
、
各
地
域
か
ら
最
寄
り
の

交
通
結
節
点
ま
で
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
「
幹
線
・
支

線
」
と
い
っ
た
役
割
分
担
を

明
確
化
す
る
こ
と
で
、
交
通

空
白
地
域
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
。

教
育
方
針

問
　
令
和
２
年
度
、
基
本
方

針
に
あ
る
今
日
的
課
題
へ
の

的
確
な
取
り
組
み
と
は
。

教
育
長
　
学
校
現
場
が
抱
え

る
今
日
的
課
題
は
、
新
学
習

指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
伴

う
対
応
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ

Ｉ
の
飛
躍
的
な
進
化
が
あ
っ

て
も
、
た
く
ま
し
く
、
自
分

ら
し
く
豊
か
に
生
き
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
力
「
生
き
る

力
」
を
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
育
む
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。

公共交通の結接点に最適では

町の実情に合ったものを
追求していってほしい。
四方議員 一般質問映像
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一般質問・町政を問う
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し
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議
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隣
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取
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組
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都
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へ
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タ
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連
携
し
て
取
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研
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。
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進
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ま
ち
づ
く
り
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、
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。
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携
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線
な
ど
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断
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木
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去
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予
防
伐
採
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優
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す
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ど
の
検
討
は
。

工
事
管
理
課
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町
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沿
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伐
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す
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。
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沼
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熱
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行
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研
究
会
な
ど
の
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し
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や
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町
、

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
と
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情
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交
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を
行
う
と

と
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に
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林
環
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譲
与
税
、

森
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力
再
生
事
業
な
ど
の
活

用
や
他
の
補
助
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度
の
研
究
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し
て
い
く
。

新
た
な
特
殊
詐
欺
の
対
応
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特
殊
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傾
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深
め
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。
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ど
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迷
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空
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よ
う

に
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基
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に
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課
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の
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と
は
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現
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え
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今
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面
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に
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対
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で
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も
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に
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が
で
き
る
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」
を
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べ
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た
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む
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重
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で
あ
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２
月
１０
日
、
広
報
広
聴
常

任
委
員
会
主
催
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
が
い
ず
み
の
会
員

の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
１２
人
の
皆
さ
ん
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、「
少
子
高

齢
化
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
」

と
「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
２

グ
ル
ー
プ
ず
つ
に
分
か
れ
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
か

ら
導
か
れ
る
意
見
の
数
々
は

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今

後
の
町
へ
の
提
言
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と

直
接
議
論
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

町の課題や対応策は？
少子高齢化 ・防災を考える

　
夫
婦
共
働
き
の
世
帯
が
増

え
て
い
る
と
い
う
背
景
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
上

が
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り

・ 

夫
婦
共
働
き
の
世
帯
と
、

休
校
園
時
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り

・
病
児
保
育
施
設
を
町
内
へ

・ 

双
子
や
三
つ
子
な
ど
を
育

て
る
世
帯
へ
の
支
援

・ 

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の

支
援

・
婚
活
の
す
す
め

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
高

齢
者
へ
の
支
援
策
や
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
観
点
か
ら

の
意
見
が
多
く
上
が
り
ま
し

た
。

・ 

地
域
性
、
継
続
性
を
考
慮

し
、
公
共
交
通
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
を
再

検
討
す
る
。

・ 

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

同
士
の
つ
な
が
り
の
場
の

提
供

・ 

高
齢
者
の
ス
キ
ル
を
生
か

す
活
躍
の
場
を
提
供

・ 

高
齢
者
と
子
ど
も
が
交
流

で
き
る
場
を
つ
く
る
。

上がった意見のまとめ作業
同じテーマでも、グループごとに視点が異
なるのが興味深かったです。

少
子
化
関
連

高
齢
化
関
連

グループごとにまとめた意見を発表。皆さん真剣に耳を傾けていました。

男女共同参画社会の形成や、心豊かで
生きがいのある地域社会をつくること
を主たる目的として、町内で活動して
いる女性団体。近年は女性ならではの
視点を生かした防災の在り方の検討な
どに力を入れている。

ネットワークながいずみ
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少子高齢化 ・防災を考える

防

　
　災

参
加
者
の

　
　自
由
意
見

災
害
発
生
時
の
対
応

事
前
の
備
え

　
全
国
的
に
も
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

・ 

ま
ず
は
自
助
が
大
事
。
指

示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
の
判
断
を
優
先
す
る
。

・ 

携
帯
電
話
の
充
電
場
所
の

確
保

・ 

町
か
ら
状
況
に
関
す
る
情

報
の
発
信
を
的
確
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

・ 

病
人
や
高
齢
者
な
ど
の
災

害
弱
者
へ
の
配
慮
が
必
要
。

・ 

日
ご
ろ
か
ら
近
所
と
付
き

合
い
、
災
害
時
の
連
携
を

考
え
る
。

・ 

防
災
グ
ッ
ズ
や
ト
イ
レ
凝

固
剤
、
食
料
の
備
蓄
な
ど
、

避
難
時
の
準
備
を
日
ご
ろ

か
ら
し
て
お
く
。

・ 

避
難
所
の
選
定
は
的
確
か
。

・
避
難
経
路
の
確
認

・ 

防
災
訓
練
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
行
う
。

・ 

現
行
の
防
災
訓
練
は
有
効

か
。

・
無
関
心
層
を
ど
う
す
る
か
。

【
今
後
の
報
告
会
テ
ー
マ
】

・ 

女
性
が
働
き
や
す
い
体

制
、シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
、

高
齢
化
、
子
育
て
の
サ
イ

ド
か
ら
考
え
る
。

・
自
主
防
災
の
充
実

・
町
の
未
来
像

【
意
見
・
感
想
】

・ 

議
員
と
町
民
は
、
密
着
し

て
い
る
人
と
離
れ
て
い

る
人
と
の
差
が
大
き
い
。

も
っ
と
町
民
が
聞
き
た
く

な
る
報
告
会
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

・ 

今
回
出
た
意
見
を
ど
う
活

用
す
る
か
が
課
題
。

・ 

議
員
と
話
が
で
き
、
議
員

の
こ
と
を
知
る
機
会
と

な
っ
た
。

・ 

参
加
者
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、
議
員
が
出
て
行
っ

て
み
ん
な
が
言
い
に
く
い

こ
と
を
聞
き
に
行
く
こ
と

も
必
要
。

・ 

若
い
世
代
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
中
・
高
校
生
に

選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
る
。

個人で意見を出し合い、問題を洗い出します。

グループに分かれて意見交換。まとめの段階では、皆さん立ち上がって熱い議論が行われていました。
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少子高齢化 ・防災を考える

防
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参
加
者
の

　
　自
由
意
見

災
害
発
生
時
の
対
応

事
前
の
備
え

　
全
国
的
に
も
自
然
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
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ま
ず
は
自
助
が
大
事
。
指

示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
の
判
断
を
優
先
す
る
。

・ 

携
帯
電
話
の
充
電
場
所
の

確
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・ 

町
か
ら
状
況
に
関
す
る
情

報
の
発
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を
的
確
に
行
っ

て
ほ
し
い
。

・ 

病
人
や
高
齢
者
な
ど
の
災
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弱
者
へ
の
配
慮
が
必
要
。

・ 

日
ご
ろ
か
ら
近
所
と
付
き

合
い
、
災
害
時
の
連
携
を

考
え
る
。

・ 

防
災
グ
ッ
ズ
や
ト
イ
レ
凝

固
剤
、
食
料
の
備
蓄
な
ど
、

避
難
時
の
準
備
を
日
ご
ろ

か
ら
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て
お
く
。
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避
難
所
の
選
定
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的
確
か
。

・
避
難
経
路
の
確
認

・ 

防
災
訓
練
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
行
う
。

・ 

現
行
の
防
災
訓
練
は
有
効

か
。

・
無
関
心
層
を
ど
う
す
る
か
。

【
今
後
の
報
告
会
テ
ー
マ
】

・ 

女
性
が
働
き
や
す
い
体

制
、シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
、

高
齢
化
、
子
育
て
の
サ
イ

ド
か
ら
考
え
る
。

・
自
主
防
災
の
充
実

・
町
の
未
来
像

【
意
見
・
感
想
】

・ 

議
員
と
町
民
は
、
密
着
し

て
い
る
人
と
離
れ
て
い

る
人
と
の
差
が
大
き
い
。

も
っ
と
町
民
が
聞
き
た
く

な
る
報
告
会
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

・ 

今
回
出
た
意
見
を
ど
う
活

用
す
る
か
が
課
題
。

・ 

議
員
と
話
が
で
き
、
議
員

の
こ
と
を
知
る
機
会
と

な
っ
た
。

・ 

参
加
者
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、
議
員
が
出
て
行
っ

て
み
ん
な
が
言
い
に
く
い

こ
と
を
聞
き
に
行
く
こ
と

も
必
要
。

・ 

若
い
世
代
と
の
交
流
の
場

を
設
け
、
中
・
高
校
生
に

選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
る
。

個人で意見を出し合い、問題を洗い出します。

グループに分かれて意見交換。まとめの段階では、皆さん立ち上がって熱い議論が行われていました。
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広聴機能の強化のために広聴機能の強化のために
先進地で聞いてきました！

　広報広聴常任委員会は、議会だよりの発行などを通した「広報」の機能と、住民の皆さんの意見を伺う「広聴」
の機能を持っています。広聴業務の一環として前ページに掲載した議会報告会などを行っていますが、より
広聴機能を強化するために、先進自治体の視察を行いました。

　広報広聴常任委員会は、議会だよりの発行などを通した「広報」の機能と、住民の皆さんの意見を伺う「広聴」
の機能を持っています。広聴業務の一環として前ページに掲載した議会報告会などを行っていますが、より
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を重ねるごとに市の将来を見据えた意見が多く見られ
るようになってきた。意見交換の形式は対面式、車座
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ないといった意見が多数を占め、情報公開と市民との
意見交換会の充実が必要という結論に至り、議会改革
に着手した。
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岐阜県可児市

市民アンケートにより議会改革が進む
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２月１日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。

私の要望・意見
期待しています

災
害
へ
の
備
え
を

　
先
日
の
大
雨
で
、
初
め
て

避
難
所
の
必
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
避
難
所

へ
は
自
動
車
で
行
っ
て
も
大

丈
夫
な
の
か
、
車
だ
け
避
難

し
た
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
な
ど
、
具
体
的
な

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
と
思
い
ま
し
た
。

（
４０
代
女
性
）

広
域
避
難
場
所
に
あ
る
ト
イ

レ
で
未
就
学
児
を
対
象
に
し

た
も
の
は
な
い
こ
と
を
、
今

回
の
記
事
を
見
て
知
っ
た
。

各
家
庭
で
の
準
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
も
っ
と
広
げ
て

い
き
た
い
。
小
さ
な
子
ど
も

が
い
る
家
庭
で
は
、
災
害
に

向
け
て
準
備
し
た
ほ
う
が
よ

い
も
の
も
少
し
違
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な

講
座
も
町
で
開
催
し
て
ほ
し

い
。

（
４０
代
女
性
）

6月定例会は
6月1日㈪に
開会予定です

（本会議は10時開会です）

先
生
の
体
が
心
配
で
す

　
教
員
の
平
日
業
務
の
削
減

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校

時
間
が
早
す
ぎ
る
こ
と
が
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
登
校
や

朝
運
動
の
見
守
り
で
、
先
生

方
が
午
前
７
時
過
ぎ
に
は
出

勤
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
安

全
な
登
校
の
た
め
に
時
間
に

余
裕
を
と
い
う
気
持
ち
は
わ

か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
せ
め

て
、
登
校
（
学
校
到
着
）
時

刻
を
７
時
３０
分
以
降
に
で
き

れ
ば
、
先
生
方
の
朝
の
時
間

帯
の
負
担
が
減
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

（
４０
代
女
性
）

　
町
の
発
展
は
す
ご
い
な
と

思
う
ば
か
り
で
す
が
、
教
員

の
業
務
の
削
減
に
関
し
て
は

ま
だ
ま
だ
な
の
で
は
と
感
じ

て
い
ま
す
。
午
後
１０
時
過
ぎ

に
長
中
前
を
通
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
い
つ
も
電
気
が

付
い
て
い
て
、
何
時
に
先
生

方
は
帰
宅
す
る
の
だ
ろ
う
と

心
配
に
な
り
ま
す
。

（
３０
代
女
性
）

議
会
広
報
の
在
り
方
は

　
い
つ
も
拝
見
し
て
い
ま
す

が
、
行
政
の
考
え
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
情
報
源

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
本
当
に
町
民
の
声
が
届

い
て
い
る
の
か
は
疑
問
で
、

書
面
だ
か
ら
こ
そ
う
わ
べ
や

き
れ
い
ご
と
で
は
な
く
、
町

の
現
状
の
生
の
声
を
知
り
た

い
で
す
。
仕
事
や
子
育
て
な

ど
議
会
に
行
け
な
い
方
も
多

い
中
で
、
も
っ
と
具
体
的
か

つ
疑
問
に
真
っ
向
か
ら
向
き

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
感

じ
ま
す
。

（
３０
代
男
性
）

　
い
ろ
い
ろ
な
議
案
が
出
て

い
て
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

も
多
く
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
に
手
厚

い
町
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
８０
代
女
性
）

そ
の
他

　
町
内
会
長
の
任
命
に
、
毎

年
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

提
案
で
す
が
、
町
と
し
て
報

酬
に
よ
る
委
任
制
に
で
き
ま

せ
ん
か
。
数
年
後
、
高
齢
者

ば
か
り
で
誰
も
や
り
手
が
お

り
ま
せ
ん
。
急
を
要
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。（

６０
代
男
性
）

　
第
１
希
望
の
保
育
園
に
落

ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
た

違
う
保
育
園
に
申
し
込
み
ま

す
。
妊
娠
中
に
夫
の
仕
事
の

都
合
で
東
京
か
ら
引
っ
越
し

て
き
て
、
職
場
は
東
京
の
た

め
、
新
幹
線
通
勤
を
考
え
て

い
ま
す
。
復
職
に
関
し
て
い

ろ
い
ろ
不
安
な
こ
と
が
あ
り
、

同
じ
よ
う
な
状
況
の
お
母
さ

ん
と
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
相
談
し
あ
え
る
サ
イ

ト
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
３０
代
女
性
）

お
詫
び
と
訂
正

　前
号
１２
ペ
ー
ジ
の
政
務

活
動
報
告
に
て
、
表
記
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

聖
友
会
活
動
報
告

視
察
先
が
す
べ
て
「
高
知

県
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、「
香
川
県
」
の
誤
り

で
し
た
。
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？でしょう
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どこ
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ヒ
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フ
レ
ス
ポ
長
泉
に
あ
る

　
　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

「
○
ル
な
が
い
ず
み
」

まちかどインタビューまちかどインタビュー議員が
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町
内
に
あ
る
施
設
な
ど
を
出

題
し
ま
す
。
○
の
中
に
入
る
言

葉
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法

● 

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、応
募
フ
ォ

ー
ム
の
い
ず
れ
か
か
ら
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
、
議
会
な
が
い
ず
み

の
感
想
を
書
い
て
お
送
り
く
だ

さ
い
（
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※ 

〆
切
は
５
月
２９
日
㈮
消
印
有

効
で
す
。
当
選
者
の
発
表
は

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
宛
先

　
〒
４
１
１
‐
８
６
６
８

　
長
泉
町
中
土
狩
８
２
８
番
地

　
長
泉
町
議
会

　
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
応
募
フ
ォ
ー
ム
は
こ
ち
ら

前
回
の
正
解
は

　「
防
」
災
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。

（
応
募
総
数
５０
通 

正
解
数
５０
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
の
中
で

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。
在
宅
し
て
い
る
時
間

が
増
え
、
今
ま
で
の
「
当
た

り
前
」
の
あ
り
が
た
み
、
そ

し
て
気
に
も
と
め
な
か
っ
た

「
無
駄
」
に
気
づ
く
と
い
っ

た
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
、
そ
う
し
た

声
に
耳
を
傾
け
、
今
こ
の
時

こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
長
泉
を

も
っ
と
良
く
す
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
困
難
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
木
下
　
章
夫

①５年前
②とても住みやすい明るい町
③子どものことをしっかり考えている。
　バスなどの交通手段が少なく、不自由している面が
　ある。
④桜堤の桜はとてもきれいです。
　人と人とのかかわりができ
　るイベントの開催を期待
　します。
　　　　　　　　（内藤さん）

①５年前
②とても住みやすい町だと思う。
③静かで住みやすい。三島駅に近い。
　夜、街灯が少ない所がある。
④中学校にラグビー部を創設。
　　　　　　　　　（宮原さん）

①長泉町にはいつごろからお住まいですか。
②長泉町に住んでいて感じていることは。
③長泉町の良い点、不自由な点は。
④これからの長泉町に期待することはありますか。

質問


